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KOYOプロジェクト（向陽科学教育スタンダード）始動！ 

 

 
HIMAWARI～向陽 ICE ルーブリック～ 

向陽高校では，生徒の皆さんが自己実現を図れるよう，学校生活におけるさまざまな「探究」を通じて，自

ら課題を見つけ，解決していくことで，「自走」できる人間に成長してもらうことを目指しています。生徒が

「自走」するために，教員は伴走（支援）していきます。特に，授業を通じて「主体性」や「国際性」，「科学

コミュニケーション力」を身につけ，紀の国和歌山から将来，国際社会で活躍できる有為な科学技術系人材に

なってもらいたいと考えています。 

 生徒が「主体性（自彊不息：本校の校訓）」や「国

際性」，「科学コミュニケーション力」を養い，最終的

には「自走」できるようになるために，「K・O・Y・

O」の４つの力を設定しました。K は気づく力，O は

起こす力，Y は読む力，O は教え合う力のことを指し

ます。それぞれの力を養うために，「HIMAWARI～向

陽 ICE ルーブリック～」を作成しましたので紹介し

ます（別紙参照）。 

 

 
ICE（アイス）モデルとは？ 

向陽高校では「主体的・対話的で深い学び」を実現させるために，ICE（アイス）モデルの視点を導入した

授業を展開していきます。ICE モデルとは Sue F Young 氏が提唱し，カナダで開発・実践されてきた学習・

評価のモデルです。I は Ideas（基礎知識），C は Connections（つながり），E は Extensions（応用）を意

味し，I・C・E の３段階で学びの質をとらえようとするものです。 

I フェーズは表層的な知識（学校で学ぶ基本的知識）です。表面的に学んだ知識は「浅い学び」と呼ばれ定

着しにくいですが，人と対象の相互作用，人と人との対話的な学びが活発に行われる C フェーズにおいて，

相互につながることにより，表層的なものから「深い知識」へ発展し，記憶に残ります。最も重要なのは学び

の成長における最終段階である E フェーズです。単なる知識・理解・技能の「応用」ではなく，獲得した知識

を本来の学習の場から離れたところで新しい形として表れた時，全く新しい発想や創造物になることで，自身

の生活改善や社会参画をしていける考え方や態度を培うものです。まとめると，学びにおける段階～アイデア

（I），つながり（C），応用（E）～はそれぞれ，初心者からエキスパートへ，つまり，表面的なものから新し

い創造へと学びが深まっていく過程をそれぞれ表しています。 

（例）化学基礎：化学結合についての学習 

（Ｉの問い）NaCl の結晶に含まれる結合は何ですか。 

（Ｃの問い）NaCl の結晶を水に溶かしたり，融解して液体にしたりすると電気を通すのは何故ですか。 

（Ｅの問い）NaCl，SiO2，Cu，CO2の結晶を分類する実験方法を提案してください。 



ICE の各段階がさらにわかりやすくするため，３年 G 組の奥菜々美さんに図を作成していただきました。 

Ideas 
（基礎知識） 

Connections 
（つながり） 

Extensions 
（応用） 

 

 

 

 

●Ｉフェーズ 

４つの種（K・O・Y・O）を植える図は，「基礎的知識の獲得」を意味します。 

●Ｃフェーズ 

４つの種をつなげ，芽吹かせる図は，「学んだことの関係やつながりの理解（浅い知識から深い知識への発

展・深化）」を意味します。 

●Ｅフェーズ 

大輪の向日葵の花を咲かせる図は，「学習の場から離れた新しいところで新しい形として使ったり，新しい

状況に応用したりすること（主体的・対話的で深い学びの実現）」を意味します。 

 

 
最後に… 

「HIMAWARI～向陽 ICE ルーブリック～」を活用し，授業の振り返りをする場面があるかと思います。こ

の HIMAWARI 通信をよく読んでいただき，皆さん自身も「K・O・Y・O」（K は気づく力，O は起こす力，

Y は読む力，O は教え合う力）を意識して，学校生活を過ごしてみてください。 
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